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Abstract : JAXAによる地球環境変動観測ミッション （GCOM・C〕における全球土地被獲分頬システムを開発するため， SGLI (GCOM・Cに熔載される予定の多渡畏光学放射針で
ADEOS-11/GLIの後継センサ〕と旬じ空間分解能であるGLl250mモザイクデータを使って．針繁樹と広繁樹の分量票方濯を倹討した。広葉樹は近赤外領爆の反射率が高く，常緑針葉樹は

比較的世きいという特徴を使い，分類を行った．土1也被覆分類閣と現存樋生図のB視による比較の結集，森林に関してla:.簿業広葉測が篠ね合鼓しているが，日本工1）］＇の常緑広繁樹は
買事業針葉樹より反射率力匂盛いエリアが多く，額分類された．

Classification proc町jure

1. 毅飾付き分類方浩

2.汎用パターン展開法を使い，サンプルサイトの分光波長率から UPDM係敏

(Cw.Cv.Cs）と鐘生指療（MVIUPO）を算出

3. 16シーンを4期（春夏牧冬）に分け， MVIυPD値の特徴を調べる (Fig1) 

4 近赤外領減似123）の反射怒と MVIUPDの関係を調べる（Fig2)

5 分類条件と処理の流れを決定 (Fig3) 

汎用パターン展開滋（UPDM:Universal Pattern O伎町1POSitionMethod) a.., h 崎川出同国］
・n本の波長稽で観測された分光反射率を4つの展開係数，水の展開係紋（Cw），樋生の展関係叡
(Cv）ぷ耳障（Cs）の展開係数，貨獲成分を補うための展開係敏C4）に変f換する
・使用する基本パターンを350nm～25α）nmの渡畏宇野で規格化しており，これらの展開係絞
la:観測センサーに依喜子しない
all良纏笠掲練 （MVUPD: Modified Vegetation Index of UPDM）慌時加盟副国
・UPDM4展開係紋を使って定擁されだ指僚で，億生被寝耳Z，光合成.との線形性が共に成り立つ

MVIUPOof 4鵠 asons
書： 4/7-6/26，夏 ：ア／12-9ハ4，紋： 9/30-10/16,冬： 2/2-3/22
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Fig 1‘The UPDM C回桁cientsand the MVIUPD of Sample data 
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ADE0S-II/GLl250m Mosaic data sets (L2ACLC) 

60° N 120° E~ 30• N 1田昌E 
Scene(2/2,3/6, 3/22,4f7, 5/9, 5/25,6/1 o, 6/26, 7 /12, 7 /28, 8/13,8/29,9/14,9β0,10/16) 

Table 1. Band number and wavelength of ADEOS-11/GLI 25αTl mosaic data 

MVIUPO vs Ch23 
EB1--3：緩，曹日山 εB5必 .Uganda 

DB1・3,5：苫小紋，ill山 DB4：生絢
EN1：：富士吉田アカマツ EN2-3東吉野，千早赤坂スギ EN4：：本省ヒノキ

ON:/ lヶ窃，富士北書店長野カラマツ
Gr.若草山．平減旧跡，曽爾高原 Cr；；大潟村，療津町，天理
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Fig 3. Classification procedure flowchart 
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FIQ'l(b) 8本現存樋生図〈’1!5回線貧早成6～10年度〉
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Fig 2. Ch23 of Max MVIUPD for all S伺回n
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今回t;t.特に森林の樹林分類に書目したので．
その他の分類結果についてはふれない。

現ffli笠留との包視による比較でt;t.完喜葉広業
倒がおおむね始出できたが，その他の倒称には際

分類が多く見られた。その要因として，以下の問

題力t替えられる。
(1) 広葉樹は近赤外領爆の反射寧（Ch23）が針案

樹（スギ）より高いという特徴がある［1］.今

回のサンプルサイトでは，特に落業広葉樹

にその傾向が見られだ．ウガンダの常緑広

~樹エリアでも近赤外i或が高い傾向が奥ら
れたが，緩サイトではその傾向は男られな

かった．古事業量十築衝であるカラマツはch23

が高く，樹種によっては常緑広葉樹の方が

これより億い．

(2) 荷分解能データを使った樹種分類に，関宿

期の特徴（担飛車産相H林la:4月九-6月，スギは5
月など〉を使う方法があるが．日本エリア

では， 2003年のこの時期は雲の影81.1戸大き
く，条件に入れることができなかった．

SGLIでは，考慮する予定だが， B本の森綜
は混交林が多く，億分解能衛星データへの

応用を検討する必要がある．

Referenαぉ

[1］加康正人．他， am E草称リモートセンシング，J千IC.2αコ17,
[2] Y. Xiong, etal・ Estim剖Ionof global terre！員同alnet 阿maryproductlon u剖ngAOEOS-11/GLI data, Proc. of the Forth 
International S抑閃制mon Multispect闇lImage Pro田揖singand Pattern Re白羽nltlon,2005. 
[3] Zhang, L.F,etal, Sensor-inde問、dentanalysis method for hy肉r刊 U悩spect団ldata ba田don the pattern decomposition 
meth凶， Int.J. of Remote Sensing, Vol. 27. Nos. 21-22, Nov. 2006,4899-4910 

17 

Acknowledgm僻，ts

本研究レポートで鋭切しだ土地積極分頬システムに使用した
ADEOS-1/GLJ全琢モザイクデータle!.JAXA （宇宙航空研究開発自慢縄〉
より研究周として獲供されだものである．本研究は．地E草環境変Ill観測ミッ
ション CGCα川－C1)委託研究の補闘により行われだ．


	017



